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ホテル日の出岬からのお知らせ

◉鶏肉の治
じ ぶ に
部煮定食

（ライス /小鉢 /味噌汁付）   980 円
◉和風きのこスパゲティ
（サラダ /スープ付）  980 円

◉ねぎチャーシュ麺&ハーフ雄武産毛蟹
チャーハンセット（ザーサイ付）1,280 円

◉豚ロース肉と野菜の唐辛子炒め
（ライス/サラダ/スープ付） 1,080 円

レストラン「藍」のおすすめ

いつもご利用ありがとうございます

ホテル日の出岬では、朝、定置網でとれた秋鮭を雄武漁業協同組合から仕入れ、その日のうちに料
理長自ら塩漬けにしています。ホテル特製の塩鮭は主に朝食の焼き魚に、アラは三平汁にして提供し
ており、お客さまから大変ご好評をいただいております。

ホテル日の出岬は町民の皆さまの大切な財産です。
ぜひ、ご利用をお待ちしています。ホテルに対するご意見、
ご要望がありましたら、何なりとご連絡ください。

  オホーツク温泉ホテル日の出岬
☎ 85‐ 2626

雄武漁協から鮮度抜群の秋鮭を仕入れています

◉牛ヒレかつれつ
（ライス /サラダ /スープ付）          2,480 円

◉雄武産鮭御膳（鮭親子めし/鮭クリームコロッ
ケ /サラダ /小鉢 /味噌汁付）     1,980 円

親の死後に、生前の財産管理のこと
で争いになるケースは、少なくあ

りません。今回は、そのようなトラブ
ルの防止方法についてご紹介します。
親が認知症になったり、施設に入る
ことになったりしたことがきっかけ
で、近くに住む子が親の財産を管理す
ることになったというケースは、よく
あることかもしれません。
しかし、管理について注意しないと、
親の死後に、財産管理をしていた子（相
続人）が他の相続人である兄弟などか
ら、「親の財産を使い込んだのではな
いか」と疑われて返還を求められるこ
とにもなりかねません。このような事
態を防ぐために、以下の点に気をつけ
ましょう。
①親から依頼されて財産を管理する場
合には、管理する財産（親の財産）と
自分の財産が混ざらないようにしま
しょう。親の預金から出金をした際に
は、その使途の証明が必要ですので、
親のための支出に関する領収証や明細
（施設の利用料や水道光熱費、税金な

どすべて）は保管しておきましょう。
また、親に関する支払いについては、
できるだけ親の口座から支出し、立替
えなどは避けましょう。親の口座から
自分の口座への送金があることが、兄
弟などから疑われるきっかけにもなり
かねません。一時的にであっても、自
分に関する支払いについて親の財産か
ら支出することは横領行為ともとられ
かねませんので、避けましょう。
以上のような対策を講じることで、
親の死後に他の相続人から不当利得返
還請求をされた場合にも、親のための
支出であることについての立証がしや
すくなります。
②親が認知症等で判断能力を欠くよう
になった場合には、家庭裁判所に成年
後見開始の審判の申立てをすると、家
庭裁判所により、成年後見人が選任さ
れ、法的な代理権に基づいて財産管理
を行うことができるようになります。
この場合も、年に１回程度、財産管理
状況を裁判所に報告することになりま
すので、管理状況を記録しておくこと

無料法律相談会（事前予約制）☎0158-26-2277
10月 5日㈫13時～16時 地域交流センター2階会議室

が重要です。
ただし、一度申立てをした後は、裁
判所の許可なく取り下げができませ
んし、希望した人以外が成年後見人に
選ばれた場合でも、やめさせることは
できません。
親族間で既に争いがある場合など

は、本人が安心して生活するために、
裁判所が選任した第三者に財産管理を
任せるというのも一つの方法です。具
体的なイメージをもったうえで制度を
利用することが望ましいでしょう。
親族の財産管理について疑問があ
る場合は、無料相談会などを利用して
弁護士に聞いてみてはいかがでしょ
うか。

なるほど !くらしの法律相談 【 第 113回 】

地域包括支援センターだより
秋は台風や突風などによる災害の多い季節でもあります。

雄武町地域包括支援センター
☎ 84‐4495（役場庁舎別館内）

※ 緊急時の電話相談は 24時間受け付けし
ています。

今月の担当

大根田 紫織 弁護士
流氷の町ひまわり基金法律事務所

９月１日は防災の日。災害はいつ起こるかわかりません。
万が一に備えて防災対策をしておくことが大切です。

□  地域の避難施設や経路を確認する。
□ 緊急時の連絡手段を家族と話し合う。
□ 停電に備え、懐中電灯、ラジオ、常備薬・水・食料などを準備する。
□  万一の土砂崩れに備え、崖側の部屋で寝起きしない。
□ 家のまわりの飛散しやすい物などを片付ける。

地域には、避難の際にお手伝いが必要な人もおられます。挨拶をする、お互いに声をかけるなど、
日頃のご近所のお付き合いを大切にして災害に備えましょう。また、台風の後に気温が急上昇す
ることがあります。引き続き熱中症を予防し、元気に過ごしましょう。


